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⽬次
アップデート内容

シート単位での集計と登録ができるようになりました
Jira連携でOAuth 2.0認証を利⽤できるようになりました
テスト実⾏結果を更新するAPIが利⽤可能になりました
添付ファイルに使える⽂字が増えました

障害対応⼀覧
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アップデート内容
シート単位での集計と登録ができるようになりました

シート単位での進捗‧集計をテスト仕様書⼀覧画⾯やCSVで確認できるようになりました。
テスト仕様書⼀覧に「総シート数」「消化済みシート数」「未消化シート数」「消化率（シート数ベー
ス）」の列を追加できます（初期状態では⾮表⽰のため、⼀覧のヘッダーから選択して表⽰します）
進捗サマリー（シート別）の内容を「CSVダウンロード」ボタンで保存できます

またTDを利⽤している環境では、シナリオごとにシートを分けて登録できるようになりました。
TDからシナリオテスト設計書をCAT登録する際に「シナリオ毎にシート分割して登録」を選ぶと、シナリ
オごとにシートが分かれた状態で登録されます
CATから「TD設計書登録（新規）」でシナリオテスト設計書を作成した場合、⾃動アップロード時にシナ
リオごとにシートが分かれた状態で登録されます
いずれもシナリオ数が21以上の場合は、これまでどおり1つのシートにまとめて登録されます
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Jira連携でOAuth 2.0認証を利⽤できるようになりました
Jira連携の認証⽅式にOAuth 2.0を追加しました。
従来の認証⽅法（Basic認証）に代わる、より安全な⽅式で連携できます。
設定⽅法

Jira連携の基本設定画⾯に「認証⽅式」を追加し、「Basic認証」と「Jira OAuth 2.0」から選択できるようにな
りました。

「Jira OAuth 2.0」を選択した場合は、事前に作成したサービスアカウント⽤に発⾏された「クライアン
トID」「クライアントシークレット」を登録します
認証情報はAtlassian Administrationでサービスアカウント向けのOAuth 2.0認証情報を作成すると取得
できます。作成⽅法はAtlassianの公式ドキュメントを参照してください
「接続状態」に、接続の可否と接続⽇時が表⽰されます
「クライアント情報」のインフォメーションアイコンから、設定内容の説明を確認できます

既存の設定について
これまでの設定は「Basic認証」として引き継がれます。設定を変更しなくてもこれまでどおり利⽤でき
ます
認証⽅式は後から切り替えることもできます
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テスト実⾏結果を更新するAPIが利⽤可能になりました
CATのREST APIに、テスト実⾏結果を更新するAPIを追加しました。
あわせて、データを更新するAPIの利⽤可否を設定できるようになりました。
追加したAPI

テスト実⾏結果の更新：
POST 
/api/rest/projects/{projectId}/testsets/{testsetId}/sheets/{sheetId}/cases/{caseId}/cells/result

利⽤設定
システム管理 > API管理画⾯に「POST API 有効/無効」の設定を追加しました。

テスト実⾏結果の更新APIを利⽤するには、「REST API 有効」に加えて「POST API 有効」の設定が必要
です
「POST API 有効」の初期値は無効です。無効のままPOSTを実⾏した場合はエラーとなります
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添付ファイルに使える⽂字が増えました
これまで使⽤できなかった下記の記号を、添付ファイル名に使⽤できるようになりました。

; , = $ &
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障害対応⼀覧
障害ID 修正内容
TCM-3567 ケース編集フィールドの選択肢を変更した際に、変更後の値が実⾏画⾯の列に反映

されない問題を修正しました。
TCM-3636 削除済みのカスタムフィールドの選択肢が、既存の課題に表⽰されてしまう問題を

修正しました。
TCM-3638 テスト件数が0件の仕様書が含まれていると、テスト予定CSVの出⼒が途中停⽌する

問題を修正しました。
TCM-3660 サービスの基本設定のチーム設定でプロジェクトを選択した際に、警告が表⽰され

る問題を修正しました。
TCM-3662 ダッシュボード画⾯からメールを送信する際に、エラーが発⽣する問題を修正しま

した。
TCM-3664 サービス設定でテストの基本設定を開いた際に、警告が表⽰される問題を修正しま

した。
TCM-3681 外部参照URLの⼀覧で、「URLコピー」の⽂字が途中で折り返して表⽰される問題

を修正しました。
TCM-3725 表⽰する列を追加した状態では、テストの詳細検索のブックマークで検索条件が引

き継がれない問題を修正しました。
TCM-3783 ダッシュボードのシート別進捗サマリに、対象外のデータが表⽰されることがある

問題を修正しました。
TCM-3816 ダッシュボードのテスト進捗（⼯数ベース）で、⼯数が時間ではなく分で表⽰され

ていた問題を修正しました。

8


	目次
	アップデート内容
	シート単位での集計と登録ができるようになりました
	Jira連携でOAuth 2.0認証を利用できるようになりました
	設定方法
	既存の設定について

	テスト実行結果を更新するAPIが利用可能になりました
	追加したAPI
	利用設定

	添付ファイルに使える文字が増えました

	障害対応一覧

